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平成29年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成29年

６月
1億1,046万6千円を追加

　平成29年６月定例会は、６月９日から16日までの８日間の会期で開催された。

今回、町長からの提出案件は、平成29年度一般会計補正予算案を含む補正予算案

４件と条例の一部を改正する条例の専決処分３件、条例の一部改正１件、補正予算

の専決処分２件、固定資産評価員の選任１件その他報告３件の計14件が提案され、

原案通り承認可決された。

　一般質問は10名が登壇し、町ふれあい会館耐震改修事業や肥後民家村の２事業

者退去通告問題、金栗四三氏大河ドラマ決定に伴うまちづくり等について活発な議

論が交わされ、早急な対応を求める質問が行われた。

　町ふれあい会館問題では、最終日に緊急質問があり、第三者を入れた調査の必要

性を町長に確認した。なお、混乱の責任をとるとして、福原町長と小出教育長の給

与カット条例が追加提案されたが『時期尚早』ということで否決された。
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議Ҋ൪߸ ۠ɹ෼ 議ɹɹɹɹҊɹɹɹɹ໊ ৹議ܾ࠾の݁Ռ

承認第１号 条例 専決処分の承認について（和水町税条例の一部を改正する条例） Ҋঝೝݪ

承認第２号 条例
専決処分の承認について（和水町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例）

ʏ

承認第３号 条例
専決処分の承認について（和水町デイサービスセンター設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例）

ʏ

承認第４号 補正予算
専決処分の承認について（平成28年度和水町一般会計補正予算（第
9号））

ʏ

承認第５号 補正予算
専決処分の承認について（平成29年度和水町国民健康保険事業会
計補正予算（第1号））

ʏ

議案第24号 条例 菊水カヌー館の設置及び管理に関する条例の一部改正について ҊՄܾݪ

議案第25号 補正予算 平成29年度　和水町一般会計補正予算（第1号） ʏ

議案第26号 補正予算 平成29年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第1号） ʏ

議案第27号 補正予算 平成29年度　和水町下水道事業会計補正予算（第1号） ʏ

議案第28号 補正予算 平成29年度　和水町病院事業会計補正予算（第1号） ʏ

議案第29号 条例 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について ൱ɹܾ

同意第２号 人事 和水町固定資産評価員の選任について Ҋಉҙݪ

報告第１号 報告 平成28年度　和水町一般会計繰越明許費繰越計算書について ใɹࠂ

報告第２号 報告
平成28年度　和水町簡易水道事業会計繰越明許費繰越計算書につ
いて

ʏ

報告第３号 報告 平成28年度　株式会社 菊水ロマン館の決算報告について ʏ

条 例： 5件
予 算： 6件
人 事： 1件
報 告： 3件

計 15件

６ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果

ொ௕ఏग़議ҊҰཡ

議Ҋ൪߸ ۠ɹ෼ 議ɹɹɹɹҊɹɹɹɹ໊ ৹議ܾ࠾の݁Ռ

請願等
高速道路【南関49】位置における雨水排水被害処置に関する請願
書

ɹ୒࠾

請願等
熊本地震及び豪雨災害に伴う復旧・復興事業の住民負担金軽減を
求める請願書

ʏ

その他 閉会中の継続審査について Ҋܾఆݪ

その他 閉会中の継続調査について（各委員会） ʏ

議һఏग़議ҊҰཡ
請 願 等： 2件
そ の 他： 2件

計 4件



໰
町
が
発
注
す
る
入
札
に
つ
い
て
、

ふ
れ
あ
い
会
館
の
熊
本
地
震
に
よ
る
復

旧
工
事
の
入
札
後
の
こ
と
が
、
�
月
定

例
会
一
般
質
問
の
中
で
取
り
沙
汰
さ
れ

た
が
、
全
貌
に
つ
い
て
伺
う

౴
（
町
長
）
熊
本
地
震
に
伴
い
天
井

の
一
部
が
破
損
し
た
。
ふ
れ
あ
い
会
館

は
つ
り
天
井
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
国
交
省
耐
震
基
準
に
合
致
し
て
い

な
い
天
井
の
復
旧
と
合
わ
せ
、
天
井
を

軽
量
パ
ネ
ル
（
現
在
は
石
膏
ボ
ー
ド
）

に
張
り
替
え
る
と
し
て
、
工
事
費
予
算

３
千
万
円
を
平
成
28
年
6
月
の
臨
時
議

会
に
お
い
て
上
程
、
議
会
の
承
認
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
所
定
の

手
続
き
を
し
て
、
9
月
1
日
に
入
札
を

行
い
、
工
事
価
格
２
千
９
２
５
万
７
千
２

０
０
円
に
て
落
札
業
者
が
決
定
し
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
工
事
着
手
後

に
、
工
事
業
者
か
ら
工
事
に
か
か
る
協

議
書
が
提
出
さ
れ
、
再
調
査
と
協
議
を

行
っ
た
。
当
初
計
画
で
は
軽
量
パ
ネ
ル

に
よ
る
天
井
張
り
替
え
を
計
画
し
て
い

た
が
、
今
回
の
天
井
破
損
は
ダ
ク
ト
の

結
露
に
よ
る
天
井
ボ
ー
ド
の
劣
化
が
主

原
因
と
な
っ
て
お
り
、
天
井
全
面
張
り

替
え
は
不
要
で
あ
る
と
判
断
、
設
計
変

更
伺
い
が
協
議
さ
れ
、
私
が
決
裁
を
し
た
。

変
更
後
の
請
負
金
額
は
２
千
５
９
２
万

５
千
８
５
６
円
で
あ
る
。

໰
こ
の
工
事
は
耐
震
基
準
が
満
た
さ

れ
て
い
な
い
天
井
の
撤
去
（
張
り
替
え
）

と
い
う
こ
と
で
上
程
さ
れ
、
議
会
が
承

認
し
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
か
伺
う

౴
（
町
長
）
軽
量
パ
ネ
ル
に
張
り
替

え
で
、
間
違
い
な
い
。

໰
全
然
違
う
工
事
に
な
っ
て
い
る
が

伺
う

౴
（
町
長
）
議
会
へ
の
報
告
・
協
議

を
し
な
か
っ
た
。
安
易
に
決
裁
を
し
た
。

申
し
訳
な
い
。

౴
（
教
育
長
）
本
来
全
面
天
井
の
張

り
替
え
（
軽
量
パ
ネ
ル
）
と
い
う
こ
と

で
予
算
を
い
た
だ
き
な
が
ら
別
工
事
を

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
結
論
に
、
ま
し
て

や
状
況
に
つ
い
て
議
会
に
説
明
を
し
な

か
っ
た
こ
と
に
、
職
務
怠
慢
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
自
身
深
く
反

省
し
て
い
る
。

໰
肥
後
民
家
村
入
口
ゲ
ー
ト
横
の
茶

屋
『
そ
ば
屋
』
と
旧
布
施
家
『
能
面
工

房
』
へ
の
一
方
的
な
賃
貸
契
約
解
除
通

告
が
行
わ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
真
相

と
事
の
顛
末
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

౴
（
町
長
）
平
成
28
年
度
施
設
利
用

者
よ
り
公
募
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
３

月
２
日
に
選
考
会
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
３
月
15
日
に
選
考
結
果
の

通
知
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
２
事
業
者

と
も
に
了
解
い
た
だ
い
た
と
解
釈
し
て

い
た
。

໰
民
家
村
施
設
使
用
の
許
認
可
及
び

選
定
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
又
、

退
去
通
告
に
至
っ
た
根
拠
と
そ
の
理
由

に
つ
い
て
伺
う

౴
（
町
長
）
許
認
可
形
態
に
つ
い
て
は
、

肥
後
民
家
村
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
、
選

定
基
準
は
民
家
村
の
集
客
増
加
と
地
域

活
性
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

退
去
通
告
の
根
拠
は
、
同
条
例
に
基

づ
く
使
用
許
可
の
行
政
行
為
で
あ
る
。

໰
今
回
の
問
題
は
、
双
方
に
行
き
違

い
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
直
接
の

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
う
か

౴
（
町
長
）
丁
寧
な
説
明
が
足
り
な

か
っ
た
と
思
う
。

໰
民
家
村
の
『
そ
ば
屋
』
跡
に
ス
リ

ラ
ン
カ
の
カ
レ
ー
店
が
入
居
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
決
定
し
た
の
は
い

つ
か
。
そ
の
時
期
と
選
定
理
由
は

౴
（
町
長
）
選
定
し
た
の
は
３
月
15
日
。

選
定
理
由
は
、
地
元
食
材
の
使
用
や
定

期
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
集
客
増

な
ど
地
域
活
性
化
や
情
報
発
信
に
期
待

で
き
る
か
ら
。

໰
菊
池
川
流
域
が
日
本
文
化
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝

統
工
芸
の
『
能
面
工
房
』
や
和
風
茶
屋

の
『
そ
ば
屋
』
を
今
回
外
し
た
こ
と
に

対
し
て
問
題
は
な
い
か
。
更
に
、
見
直

し
撤
回
の
考
え
は
な
い
か
伺
う

౴
（
町
長
）
今
後
違
和
感
が
な
い
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

見
直
し
、
撤
回
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
通
知
書
を
発
行
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を
引
き
戻
す
こ
と
は
難
し
い
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

◦
金
栗
四
三
氏
大
河
ド
ラ
マ
決
定
に
伴

う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
！
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ズバリ！聞きます
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ड෇൪߸ ड෇೥݄೔ ݅ɹɹɹɹɹɹɹ໊ ৹ࠪ݁Ռ ෇ୗҕһ会

67
平成29年
5月26日

高速道路【南関49】位置における雨水排水被害処置に関する請
願書

୒࠾
建設経済

常任委員会

78
平成29年
5月30日

熊本地震及び豪雨災害に伴う復旧・復興事業の住民負担金軽減
を求める請願書

ʏ
建設経済

常任委員会

81
平成29年
6月2日

「肥後民家村」管理運営に関する要望書 配付

91
平成29年
6月9日

要望書（意見書の提出について） ৹議ະྃ
総務文教

常任委員会

ड෇൪߸ ड෇೥݄೔ ݅ɹɹɹɹɹɹɹ໊ ৹ࠪ݁Ռ ෇ୗҕһ会

480
平成27年
3月2日

合併特例債の適用期間の再延長を求めることについて(お願い) ଓ৹ࠪܧ
総務文教

常任委員会

312
平成28年
11月17日

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求め
る陳情書

ʏ
厚生

常任委員会

313
平成28年
11月17日

「介護保険制度の見直し」と「介護従事者の勤務環境改善及び処
遇改善の実現」を求める陳情書

ʏ
厚生

常任委員会

314
平成28年
11月17日

地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求める陳情 ʏ
厚生

常任委員会
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承認第３号
専決処分の承認について（和水町デイサービスセン
ター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例）

ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʷ ʷ ʓ ˞

議案第24号
菊水カヌー館の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʷ ʓ ʓ ʓ ˞

賛６月
定例会 否 一 覧 表

議һ໊

議ɹҊ

౼ɹ࿦ શһ൓ରͰ൱ܾͱͳͬͨٞҊୈ��߸ʹ͓いて生ٞࢁһ͕൓ର౼࿦をしましͨ。

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。
※賛否がわかれたものだけを掲載しています。

※受付番号91は委員会で審議未了となり廃案となりました

˓͸ࢍ੒ɹʷ͸൓ର

陳 情 等 の 審 査 結 果

一般質問

こ
の
ま
ま
で
我
が
町
は

大
丈
夫
な
の
か
？

肥
後
民
家
村

２
事
業
者
へ
の
退
去
通
告
！

見
直
し
、撤
回
は
な
い
の
か
？

খࢁɹɹᐁ議һ

Ұ議һګ஑ɹו

දࢴのࣸਅのઆ໌
　菊水ロマン館の奥にある江田川水辺公園でのキャンプの模様です。
　撮影したのは６月のとある土曜日。緑の芝生一杯にたくさんのテント。
　この日は県内外からのお客様がテントを張りキャンプを楽しまれていました。
　６月定例会で「菊水カヌー館の設置及び管理に関する条例」が改正され、菊水
カヌー館は隣接するこの江田川水辺公園一帯を含めて、来年４月１日から「和水
江田川カヌー・キャンプ場」として管理されることになります。
　今後も憩いの場そしてアウトドアの交流拠点として、たくさんの皆さまにご利
用いただければ幸いです。



໰
ふ
れ
あ
い
会
館
耐
震
改
修
工
事
は

何
が
根
本
的
な
問
題
な
の
か
。
最
初
の

設
計
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
変
更
し
た
の

か
。
そ
の
責
任
と
今
後
の
対
応
を
伺
う

౴
（
町
長
）
工
事
着
手
後
の
11
月
10

日
に
工
事
業
者
か
ら
協
議
書
が
提
出
さ

れ
、
十
分
な
協
議
手
順
を
経
な
い
ま
ま

業
者
に
回
答
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
そ

れ
か
ら
変
更
伺
い
に
際
し
て
安
易
に
決

裁
を
下
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
ま
た
そ

の
時
に
、
予
算
承
認
を
受
け
た
議
会
に

対
し
て
重
大
な
変
更
の
協
議
、
報
告
を

怠
っ
た
こ
と
が
最
大
の
問
題
。
今
後
は

事
務
遂
行
の
改
善
、
改
革
の
成
案
も
示

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
責
任
に
つ
い

て
は
私
の
責
任
で
あ
る
。

౴
（
教
育
長
）
当
初
予
定
工
事
は
天

井
材
を
軽
量
ボ
ー
ド
で
改
修
す
る
こ
と

だ
っ
た
が
、
工
事
が
始
ま
り
、
空
調
ダ

ク
ト
が
結
露
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

結
露
防
止
の
工
事
に
変
更
し
た
。
施
工

業
者
か
ら
協
議
書
が
出
さ
れ
た
が
設
計

業
者
と
監
督
員
で
設
計
変
更
が
決
定
さ

れ
た
。
軽
量
ボ
ー
ド
に
張
り
替
え
な
く

て
も
ふ
れ
あ
い
会
館
自
体
は
以
前
よ
り

丈
夫
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
設
計
業
者

か
ら
話
を
聞
き
、
こ
れ
で
い
い
の
で
は

な
い
か
と
安
易
な
決
定
を
し
て
し
ま
っ
た
。

໰
問
題
点
は
設
計
業
者
と
町
の
元
建

設
課
長
の
監
督
員
の
２
人
で
再
調
査
の

う
え
設
計
変
更
し
た
こ
と
。
ま
た
、
町

長
に
協
議
書
が
工
事
受
注
業
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
時
点
で
報
告
す
べ
き
だ
が
、

な
ぜ
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。
５
月
８

日
の
調
査
の
時
に
ど
う
答
え
た
の
か
。

監
督
員
の
元
建
設
課
長
の
責
任
は
問
わ

な
い
の
か

౴
（
町
長
）
監
督
員
の
責
任
は
何
と

も
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
役
場
を
退

職
さ
れ
て
い
る
方
だ
か
ら
と
い
う
思
い

は
あ
る
。

໰
雨
季
の
時
期
を
迎
え
、
町
の
防
災

対
策
に
つ
い
て
伺
う

౴
（
町
長
）
６
月
５
日
に
、
町
関
係

33
名
、
国
、
県
の
専
門
委
員
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
町
防
災
会
議
を
実
施
し
た
。

今
後
の
気
象
の
見
通
し
、
菊
池
川
の
概

要
や
、
危
険
箇
所
、
菊
池
川
水
位
観
測

所
の
避
難
な
ど
を
求
め
る
基
準
水
位
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
町
か
ら
は
、

地
域
防
災
計
画
、
そ
の
他
災
害
救
助
関

係
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

໰
町
で
避
難
訓
練
等
は
計
画
さ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
自
主
防
災
組
織
を
結
成

さ
れ
て
い
る
地
域
は

౴
（
総
務
課
長
）
町
で
は
年
１
回
小

学
校
単
位
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防

災
・
災
害
に
対
す
る
意
識
向
上
を
計
っ

て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
率
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
％
で
、
災
害
を
想
定
し
て
、
区

長
さ
ん
を
中
心
に
訓
練
を
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。

໰
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
行
政
か

ら
指
導
は
あ
る
の
か

౴
（
総
務
課
長
）
緊
急
な
時
は
、
夜

中
で
も
、
即
、
区
長
さ
ん
と
連
絡
を
取
り
、

安
否
の
確
認
と
、
避
難
所
開
設
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
中
央

公
民
館
・
三
加
和
公
民
館
で
行
い
、
防

災
計
画
に
基
づ
い
た
位
置
づ
け
で
、
看

護
師
又
は
保
健
師
を
必
ず
１
名
配
置
し

て
い
る
。
連
絡
が
取
れ
る
中
で
避
難
所

に
人
員
を
配
置
し
指
導
し
て
い
る
。

໰
防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

౴
（
総
務
課
長
）
防
災
無
線
の
活
用

は
、
和
水
町
条
例
規
則
の
定
め
に
基
づ

き
、
実
施
し
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

個
人
の
事
情
に
よ
る
放
送
の
利
用
は
断

っ
て
い
る
。

໰
「
防
犯
カ
メ
ラ
」
の
視
点
を
変
え

「
見
守
り
カ
メ
ラ
」
の
設
置
の
計
画
は

౴
（
総
務
課
長
）
町
独
自
で
「
防
犯

カ
メ
ラ
」
の
設
置
計
画
は
、
今
現
在
計

画
し
て
な
い
。

໰
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い

て
。
単
県
事
業
、
町
単
独
事
業
も
含
め
、

分
担
金
割
合
が
定
め
て
あ
る
が
、
種
別

ご
と
に
（
住
民
負
担
金
の
）
上
限
額
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う

౴
（
町
長
）
他
の
町
事
業
の
分
担
金

（
負
担
金
）
と
の
整
合
性
や
公
平
性
を

考
慮
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

໰
木
育
に
つ
い
て
。
県
は
「
県
産
材

を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
推
進
し
て
い
る
。

和
水
町
と
し
て
、
町
内
産
木
材
の
有
効

活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う

౴
（
教
育
長
）
町
内
に
は
学
校
林
も

保
有
し
て
い
る
が
、
実
際
は
手
入
れ
や

活
用
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

໰
県
の
補
助
事
業
に
『
木
と
共
に
育

つ
環
境
整
備
事
業
』
が
あ
る
。
補
助
の

対
象
は
「
机
・
椅
子
・
ロ
ッ
カ
ー
・
棚
・

柵
・
室
内
用
木
製
遊
具
・
そ
れ
以
外
は

事
前
協
議
の
上
、
県
が
認
め
た
も
の
」

と
あ
る
。
ま
た
、
負
担
割
合
は
県
２
分

の
１
、
事
業
主
体
２
分
の
１
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
、
町
内
産

木
材
を
町
内
業
者
で
製
材
・
加
工
・
生

産
す
る
と
い
っ
た
林
業
版
の
地
産
地
消

モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど

う
か

౴
（
教
育
長
）
今
後
、
菊
水
区
域
の

小
学
校
統
合
に
あ
た
り
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
バ
ス
停
で
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。

໰
子
ど
も
達
が
日
々
使
用
す
る
身
近

な
机
・
椅
子
な
ど
に
木
を
使
う
こ
と
で
、

健
康
で
豊
か
な
心
、
温
か
い
思
い
や
り

の
気
持
ち
が
自
然
と
育
ま
れ
る
取
り
組

み
を
和
水
町
で
、
地
方
創
生
の
観
点
か

ら
も
導
入
さ
れ
て
は
ど
う
か

౴
（
町
長
）
提
案
と
し
て
は
、
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
た
い
。

౴
（
教
育
長
）
検
討
し
た
い
。

໰
��
年
間
、
ゲ
ー
ト
横
の
蕎
麦
屋
さ

ん
、
そ
れ
と
布
施
家
２
階
の
能
面
工
房
、

長
い
年
月
町
に
協
力
し
て
頂
い
た
方
を
、

新
し
い
方
式
で
採
点
が
こ
う
で
し
た
か

ら
切
る
、
余
り
に
も
情
け
な
い
。
行
政

は
住
民
に
寄
り
添
わ
な
け
れ
ば
。
上
か

ら
目
線
で
、
命
令
的
に
『
こ
れ
で
し
ま

す
か
ら
』
と
。
そ
う
い
う
や
り
方
と
一

緒
じ
ゃ
な
い
か
。
使
用
更
新
日
が
４
月

１
日
な
ら
ば
、
３
月
の
中
旬
位
ま
で
何

も
言
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
翌
年
度
も
し

て
い
い
ん
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
突
如
、

３
月
��
日
に
行
っ
て
、
６
月
一
杯
で
出

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
や
り
方
は

な
い
と
思
う
。
常
識
を
逸
脱
し
て
い
る
。

町
長
、
撤
回
を

౴
（
町
長
）
民
家
村
の
成
り
立
ち
か

ら
伺
っ
て
、
私
の
こ
れ
ま
で
解
か
っ
て
い

た
部
分
よ
り
深
く
解
か
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
本
当
に
責
任
者
と
し
て
お
詫

び
の
言
葉
も
な
い
、
一
生
懸
命
対
話
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

໰
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
法
律
、
障

が
い
者
の
自
立
支
援
、
就
労
継
続
支
援

が
謳
わ
れ
て
お
り
、
国
も
官
民
を
問
わ

ず
雇
用
の
場
を
広
げ
る
よ
う
促
し
て
い

る
と
認
識
、
我
が
町
で
は
逆
行
す
る
よ

う
な
事
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
。
誰
の

命
令
か

౴
（
町
長
）
名
前
は
出
さ
な
い
が
解

か
る
。
私
の
情
報
の
す
れ
違
い
が
あ
っ

た
か
も
。
臨
時
と
言
う
事
で
認
め
た
次

第
だ
。

໰
風
土
記
の
丘
事
業
土
地
収
用
時
の

地
権
者
と
の
約
束
事
、
中
路
石
場
線
道

路
改
良
が
条
件
、
そ
の
約
束
事
を
反
故

す
る
こ
と
な
く
履
行
し
て
頂
き
た
い

౴
（
町
長
）
事
業
計
画
か
ら
外
れ
て

い
る
。
一
か
ら
検
討
を
す
る
。
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誰
が
ふ
れ
あ
い
会
館
改
修
工
事
の

設
計
を
変
更
し
た
の
か
。

責
任
は
問
う
の
か

町
の
防
災
・
防
犯
対
策
は

木
育
に
つ
い
て

県
の
補
助
事
業
を
提
案
す
る

肥
後
民
家
村
選
考
方
法
を

あ
な
た
は
ど
う
想
わ
れ
る
か
？
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໰
第
２
次
和
水
町
男
女
共
同
参
画
計

画
が
平
成
��
年
度
か
ら
��
年
度
ま
で
の

�
年
間
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

計
画
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う

౴
（
町
長
）
第
２
次
の
和
水
町
男
女

共
同
参
画
計
画
は
主
に
国
の
政
策
の
基

本
方
針
を
定
め
た
「
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
」
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
い
う

の
は
、
男
女
が
対
等
に
自
分
の
意
思
に

よ
っ
て
社
会
的
活
動
に
参
画
す
る
機
会

が
確
保
さ
れ
て
い
る
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

໰
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
男

女
共
同
参
画
の
意
義
の
醸
成
に
つ
い
て

౴
（
町
長
）
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
や
資
料
を
収
集

し
住
民
に
提
供
す
る
。

໰
男
女
の
人
権
尊
重
に
つ
い
て

౴
（
町
長
）
学
校
教
育
、
社
会
教
育

な
ど
生
涯
を
通
じ
た
人
権
教
育
を
推
進

し
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
高
め
て
い
く
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
児
童

虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

໰
家
庭
・
職
場
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

౴
（
町
長
）
職
場
の
労
使
双
方
の
意

識
改
革
、
育
児
休
業
制
度
の
普
及
に
つ

い
て
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
う
。

໰
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

౴
（
町
長
）
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
、
女
性
グ
ル
ー
プ

の
育
成
、
地
域
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
行
う
。

໰
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
推
進
体

制
に
つ
い
て
伺
う

౴
（
町
長
）
和
水
町
役
場
の
あ
ら
ゆ

る
部
署
の
職
員
一
人
一
人
が
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
全
町
的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
み

を
実
施
す
る
。

行
政
報
告
会
に
つ
い
て

໰
行
政
報
告
会
が
校
区
ご
と
に
開
催

さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
。
ま
た
、
町

民
か
ら
の
要
望
や
苦
言
等
は

౴
（
町
長
）
町
内
の
旧
校
区
を
含
め

７
校
区
で
実
施
し
、
１
７
６
名
の
参
加

を
頂
い
た
。
町
行
政
の
重
点
施
策
を
報

告
、
町
民
の
方
々
と
意
見
交
換
を
成
し
、

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
、
大
い
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。

໰
今
回
の
行
政
報
告
会
に
つ
い
て
は

６
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
様
な
議
論
が
な
さ
れ
た
の
か

౴
（
総
務
課
長
）
財
政
状
況
と
公
共

施
設
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
を
し
、

27
年
度
の
決
算
状
況
は
良
好
で
あ
る
が
、

不
安
材
料
で
あ
る
公
共
施
設
等
の
在
り

方
を
示
し
理
解
を
求
め
た
。

໰
町
立
病
院
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
６
件
の
質
問
が
あ
っ
て
い
る
が
、

近
々
の
課
題
は

౴
（
病
院
事
務
部
長
）
平
成
28
年
度

に
新
病
院
改
革
案
を
作
成
し
安
心
・
安

全
な
医
療
を
提
供
し
救
急
体
制
を
整
え

た
回
復
期
・
慢
性
期
の
病
院
を
目
指
し

て
い
く
旨
説
明
。

໰
町
内
小
中
学
校
の
施
設
整
備
及
び

菊
水
区
域
の
学
校
統
廃
合
事
業
に
つ
い

て
４
件
の
質
疑
が
あ
っ
て
い
る
が
対
応

に
つ
い
て

౴
（
学
校
教
育
課
長
）
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
７
月
中
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

完
了
し
、
統
廃
合
に
つ
い
て
は
耐
震
改

修
工
事
完
了
後
、
速
や
か
に
検
討
に
入

る
。町

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

໰
町
長
就
任
１
期
目
の
最
終
年
度
と

な
る
が
、
町
政
の
舵
取
り
が
道
半
ば
と

思
え
る
。
難
題
と
な
る
課
題
も
多
い
。

　

一
意
専
心
の
思
い
の
中
、
ズ
バ
リ
お

聞
き
し
ま
す
、
２
期
目
へ
の
意
欲
は

౴
（
町
長
）
無
我
夢
中
の
３
年
と
２

カ
月
、
道
も
半
ば
、
志
も
半
ば
、
負
託
・

責
務
を
思
い
、
２
期
目
へ
の
意
欲
を
抱
き
、

残
さ
れ
た
期
間
を
目
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ

て
い
く
。

໰
町
営
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
、
４
つ
の

保
育
園
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ

い
て
（
定
数
、
入
所
数
）
充
分
対
応
で

き
て
い
る
か
伺
う

౴
（
町
長
）
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
町
営

の
一
カ
所
で
、
ほ
か
は
国
の
基
準
に
達

し
て
い
な
い
為
、
各
保
育
園
で
児
童
ク

ラ
ブ
と
し
て
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

౴
（
健
康
福
祉
課
長
）
定
数
に
つ
い

て
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
が
（
35
人
に
対
し

利
用
30
人
）
ひ
ま
わ
り
サ
ポ
ー
ト
（
30

人
→
12
人
）
春
富
保
育
園
（
30
人
→
27

人
）
あ
お
ば
保
育
園
（
10
人
→
14
人
）

神
尾
保
育
園
（
５
人
→
２
人
）
で
全
体

と
し
て
は
、
充
分
対
応
で
き
て
い
る
。

໰
入
所
申
込
、
入
所
許
可
の
時
期
が

お
そ
す
ぎ
る
と
言
う
苦
情
も
聞
い
て
い

る
が
ど
う
か
、
ま
た
入
所
の
判
断
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か

౴
（
健
康
福
祉
課
長
）
入
所
の
募
集

は
例
年
２
月
頃
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

初
め
て
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
開
校
と
い
う

事
で
、
い
ろ
ん
な
協
議
の
為
、
入
所
許

可
等
遅
れ
た
。
入
所
判
断
に
つ
い
て
は
、

６
個
の
基
準
が
あ
る
が
、
優
先
順
位
と

し
て
は
、
保
護
者
と
児
童
の
み
の
世
帯

で
あ
る
。

໰
私
が
今
回
、
学
童
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
質
問
し
た
の
は
、
ど
う
せ
無

理
だ
か
ら
申
し
込
ま
な
か
っ
た
と
か
、

入
所
許
可
が
、
３
月
末
と
遅
れ
心
配
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
等
、
子
育
て
支
援
こ
そ
が

将
来
的
に
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
希
望
者
全
員
の
入
所
が
で
き
る
よ

う
対
応
を
お
願
い
し
た
い

౴
（
健
康
福
祉
課
長
）
保
育
園
の
判

断
に
ま
か
せ
て
い
た
部
分
も
あ
っ
た
。

前
む
き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

໰
２
０
１
９
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
金
栗
四
三
氏
が
選

ば
れ
た
。
又
「
米
作
り
二
千
年
に
亘
る

大
地
の
記
憶
、
菊
池
川
流
域
」
が
文
化

庁
の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
事
は
、

和
水
町
の
観
光
振
興
、
地
域
活
性
に
繋

が
る
チ
ャ
ン
ス
を
ど
う
生
か
す
か
、
今

後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う

౴
（
町
長
）
N
H
K
が
金
栗
氏
を

採
用
し
た
事
は
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
我
が

町
を
全
国
へ
情
報
発
信
出
来
る
と
考
え

る
。
又
、
交
流
人
口
増
加
に
よ
る
経
済

活
性
化
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で

ド
ラ
マ
の
舞
台
と
成
っ
た
地
域
は
「
大

河
ド
ラ
マ
館
」
を
誘
置
し
て
集
客
経
済

波
及
効
果
を
ね
ら
い
設
置
を
し
て
い
る
。

本
町
も
、
事
業
推
進
協
議
会
を
設
置
し

て
ド
ラ
マ
館
誘
置
を
図
り
、
関
連
商
品

開
発
、
誘
客
活
動
を
展
開
し
た
い
。
又
、

文
化
庁
、
日
本
遺
産
認
定
の
「
米
作
り

二
千
年
の
菊
池
川
流
域
」
の
件
は
菊
池

川
流
域
日
本
遺
産
協
議
会
が
４
月
29
日

三
市
一
町
の
関
係
自
治
体
で
発
足
し
た
。

会
長
は
山
鹿
市
長
が
選
任
さ
れ
た
。
事

業
は
今
後
三
市
一
町
で
推
進
し
て
い
く
。

໰
町
と
し
て
協
力
、
支
援
体
制
は
ど

う
す
る
の
か

౴
（
町
長
）
大
河
ド
ラ
マ
関
連
は
商

工
観
光
課
が
中
心
に
対
応
。
又
、
大
河

ド
ラ
マ
和
水
町
推
進
協
議
会
で
事
業
内

容
を
検
討
す
る
。
協
議
会
の
構
成
は
観

光
協
会
、
温
泉
組
合
、
体
育
関
係
、
交

通
旅
行
事
業
者
、
県
等
幅
広
い
機
関
、

関
係
者
に
就
任
を
願
い
た
い
と
考
え
る
。

໰
町
の
活
性
化
に
ど
の
様
に
繋
げ
る

の
か
具
体
策
は

౴
（
町
長
）
ド
ラ
マ
館
の
誘
置
、
集

客
波
及
効
果
の
高
い
関
連
商
品
開
発
、

金
栗
氏
の
生
家
購
入
等
々
。

໰
N
H
K
よ
り
具
体
的
な
説
明
等

が
あ
っ
て
い
る
か

౴
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
現
在
、

47
話
の
放
送
予
定
の
中
で
幼
少
期
の
３

話
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

学
童
ク
ラ
ブ
・
児
童
ク
ラ
ブ
・

希
望
者
全
員
の
入
所
を
��

町
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
��

「
金
栗
四
三
氏
主
人
公
の
大
河
ド
ラ
マ

採
択
・
菊
池
川
流
域
の
米
作
り
歴
史��

日

本
遺
産
決
定
」

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

ズ
バ
リ
お
聞
き
し
ま
す
。

２
期
目
へ
の
意
欲
は
��

৿ɹ५Ұ࿠議һ

∁㐲ɹହ㜯議һ๛ޙɹɹྗ議һ

໦ɹ੓࢜議һߥ



໰
ふ
れ
あ
い
会
館
天
井
改
修
の
設
計

変
更
の
２
千
５
９
２
万
５
千
８
５
６
円

が
妥
当
な
工
事
内
容
・
金
額
で
あ
る
の

か
を
検
証
す
る
た
め
の
第
三
者
を
入
れ

た
調
査
、
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
考
え

を
伺
う

౴
（
町
長
）
基
本
的
に
は
、
町
が
指

定
し
た
業
者
に
よ
る
設
計
で
あ
り
、
工

事
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
る
と
判
定
す
る

の
が
、
基
本
で
あ
る
が
、
今
回
に
つ
い

て
は
、
大
幅
な
改
修
内
容
の
変
更
で
あ

り
、
当
初
議
会
で
の
説
明
内
容
と
、
か

な
り
の
変
更
が
あ
っ
て
い
る
。
前
向
き

に
検
討
す
る
。

໰
前
向
き
と
言
う
こ
と
だ
が
、
す
る

の
か
、
し
な
い
の
か
、
作
る
の
か
、
作
ら

な
い
の
か
、は
っ
き
り
お
答
え
頂
き
た
い

౴
（
町
長
）
第
三
者
を
入
れ
た
調
査

と
い
う
こ
と
で
、
対
応
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
。

໰
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

た
の
か
、
何
が
足
ら
な
か
っ
た
の
か
伺
う

౴
（
町
長
）
当
初
議
会
に
対
し
て
説

明
を
し
て
い
た
工
事
内
容
、
そ
れ
か
ら

変
更
し
た
内
容
の
議
会
へ
の
報
告
、
あ

る
い
は
必
要
に
よ
っ
て
は
協
議
の
手
続

き
を
怠
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
一
番
大
き

な
原
因
だ
と
思
う
。

໰
２
千
６
０
０
万
近
く
の
町
民
の
大

事
な
お
金
を
、
一
般
財
源
を
使
っ
て
お
り
、

町
民
目
線
で
考
え
て
頂
き
た
い
。
手
続

き
の
ま
ず
さ
、
結
果
的
に
違
う
工
事
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
２
千
５

９
２
万
５
千
８
５
６
円
が
妥
当
だ
っ
た

の
か
、
な
か
っ
た
の
か
、
そ
こ
が
町
民

の
方
々
が
一
番
知
り
た
い
こ
と
で
な
い

の
か
？
そ
れ
が
果
た
し
て
金
額
で
あ
り
、

工
事
の
内
容
あ
り
、
本
当
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
、
足
場
を
全
部

組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
か
、

そ
う
い
う
検
証
を
し
よ
う
と
言
っ
て
い

る
の
で
あ
り
、
何
か
間
違
っ
て
い
る
の
か

Nagomi vol.43 Nagomi vol.4311 10

質問ٸۓ
　

金
栗
四
三
は
、
明
治
43
年
東
京

高
等
師
範
学
校（
現
在
、
筑
波
大

学
）に
入
学
。

　

当
時
の
校
長
だ
っ
た
柔
道
の
創

始
者
で
有
名
な
嘉
納
治
五
郎
先
生

の
目
に
叶
い
、
長
距
離
走
に
の
め

り
込
ん
で
い
っ
た
の
が
、
マ
ラ
ソ

ン
人
生
の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
選

手
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、
20
才

の
時
で
第
５
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内
予
選
で
、
当

時
の
世
界
記
録
を
27
分
縮
め
る
２

時
間
32
分
45
秒
と
い
う
大
記
録
を

樹
立
し
、
日
本
人
初
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

時
、
世
界
の
桧
舞
台（
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
）に

出
場
す
る
た
め
の
旅
費
は
、
そ
の

当
時
の
金
で
１
５
０
０
円
、
現
在

の
金
に
換
算
す
れ
ば
約
４
５
０
万

円
相
当
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
時
は
、
今
の
よ
う
に
国
か

ら
の
補
助
は
一
切
な
く
、
す
べ
て

金
栗
家
の
長
兄
が
面
倒
を
見
て
く

れ
た
そ
う
で
す
が
、
と
に
か
く
大

変
な
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

昔
は
、
飛
行
機
が
な
か
っ
た
の

で
、
福
井
県
の
敦
賀
港
か
ら
船
で

シ
ベ
リ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

に
上
陸
し
、
そ
こ
か
ら
今
度
は
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
で
ロ
シ
ア
ま
で
行
き
、

更
に
船
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
行

く
ま
で
の
期
間
は
、
東
京
を
出
発

し
て
か
ら
17
日
間
を
要
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
た
金
栗

選
手
は
、
そ
の
間
練
習
は
一
切
で

き
ず
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
ど

こ
ろ
か
、
旅
の
疲
れ
も
重
な
り
、

し
か
も
真
夏
の
大
会
だ
っ
た
た
め

に
、
日
射
病
で
倒
れ
、
途
中
棄
権

し
て
い
ま
す
。

　

４
年
後
の
大
正
５
年
ド
イ
ツ
の

ベ
ル
リ
ン
大
会
で
再
起
を
期
し
ま

す
が
、
選
手
と
し
て
絶
頂
期
で
迎

え
る
は
ず
だ
っ
た
大
会
は
第
一
次

世
界
大
戦
で
中
止
と
な
り
、
引
き

続
き
大
正
９
年
ベ
ル
ギ
ー
で
行
わ

れ
た
第
７
回
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会

（
16
位
）と
大
正
13
年
第
８
回
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
大
会（
途
中
棄
権
）に

出
場
、
通
算
３
回
連
続
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
と
い
う
偉
業
を
な
し
遂

げ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
挫
折
を
バ
ネ
に
、
日
本
マ
ラ

ソ
ン
界
の
発
展
に
大
き
な
功
績
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

文
責
…
小
山　

曉
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平
成
29
年
４
月
28
日
、「
菊
池
川
流
域
の
米
作

り
の
歴
史
」
を
国
の
日
本
遺
産
に
認
定
し
た
と

文
化
庁
が
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
26
年
10
月

に
設
立
し
た
３
市
１
町（
山
鹿
市
、
玉
名
市
、
菊

池
市
、
和
水
町
）と
県
に
よ
る
協
議
会
が
、
日
本

遺
産
認
定
を
目
指
し
て
申
請
を
し
て
い
た
ス
ト

ー
リ
ー
が
、
今
回
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
県
内

で
は
、
２
例
目
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　
『
米
作
り
、
二
千
年
に
わ
た
る
大
地
の
記
憶
〜

菊
池
川
流
域
今
昔
物
語
〜
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
も
と
、〝
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
米
作
り
の
縮

図
”を
語
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
今
後
は
国
内
外
に
ど
の
よ

う
に
発
信
し
、
ど
の
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
具

体
策
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

更
な
る
３
市
１
町
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
「
産

官
学
金
労
言
」
が
一
体
と
な
り
協
力
体
制
を
大

き
く
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
持
続
発
展
可
能
な
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
議
会
で
も
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
。

走
り
続
け
た
92
年
！

日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父『
金
栗
四
三
』

日
本
遺
産
認
定

「
菊
池
川
流
域
二
千
年
の
米
作
り
」

＝　

偉
業
達
成
と
マ
ラ
ソ
ン
人
生　

＝

シ
リ
ー
ズ
編
・［
そ
の
２
］
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日
本
遺
産
認
定

祝

Ұ議һګ஑ɹו

「
行
政
経
験
の
無
さ
？

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
無
さ
？
」が

こ
の
よ
う
な

重
大
な
事
案
を
生
む
の
か
？
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